
のキリスト教週間のご案内 

 

 

 
          
      
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

      

     

 
 神を仰ぎ 人に仕う 

2019 年度年間聖句 

希望をもって喜び、苦難を耐え忍び、たゆまず祈りなさい。 

ローマの信徒への手紙 12 章 12節 
 

 

聖学院教会祈祷会 

 

6 

 

6 

毎週木曜日 18時 40 分～19時 40 分、 緑聖ホールＣ室にて行っております。 

どなたでも自由にご参加ください。 

・4 月 25 日（木）  レビ記  23～24 章  東野 尚志牧師 

    ・5 月  2 日（木） 〈休会〉 

    ・5 月  9 日（木）  レビ記  25～26 章  東野 ひかり牧師 

     

      

     

 

No.2 2019 年 4～5月 

全学礼拝期間について 

2019 年度春学期の全学礼拝は、下記日程で行っています。毎週火曜日から金曜日、 

14 時 40 分から 15時 10 分です。どなたでも自由にご参加ください。  

春学期／2019 年 4月 10 日（水）～7月 24 日(水）    

4 月月間聖句 

求めなさい。そうすれば、与えられる。探しなさい。そうすれば、見つかる。門をたたきな 

さい。そうすれば、開かれる。                      マタイによる福音書 7章 7節 
 

主の祈り 
 

天にましますわれらの父よ 

ねがわくはみ名をあがめさせたまえ 

み国をきたらせたまえ 

みこころの天になるごとく  地にもなさせたまえ  

我らの日用の糧を今日も与えたまえ 

我らに罪をおかすものを我らがゆるすごとく 

我らの罪をもゆるしたまえ 

我らをこころみにあわせず  

悪より救い出
いだ

したまえ 

国とちからと栄えとは 限りなくなんじのものなればなり    アーメン 

 

「レジリエンス ―《立ち直り力》」 
 

いつからか、「レジリエンス」（resilience）という言葉がしばしば聞かれるように

なりました。「復元力」「回復力」などと訳されることが多いようですが、ここでは

「立ち直り力」と言い換えておきたいと思います。この言葉は、厳しい環境や状

況にさらされたときに対応できる力のことを指し、「折れない心」「打たれ強さ」な

どと訳されることもあるようです。 

しかし、私たちはしばしば、実際に心が折れてしまうような、または、打たれて

倒れ伏すような思いを味わうこともあるでしょう。ですから、レジリエンスという言

葉に即してここで問題にしたいのは、どうやって心が折れないようにするのか、と

いうことよりも、心が折れ、倒れてしまったときにどうするか、ということです。 

イエス・キリストの弟子たちはみな、キリストがとらえられ十字架につけられたと

き、ちりぢりに逃げていきました。心が折れ、倒れてしまったのです。聖書はその

ことも包み隠さず記していますので、そのことだけが印象に残りがちかもしれませ

ん。しかし大事なのは、弟子たちはその後立ち直り、キリストの福音を宣べ伝え

続けたということです。それは、決して弟子たち自身に「レジリエンス」が備わって

いたからではありません。弟子たちの立ち直りはひとえに、復活のキリストの愛に

よるものでした。よみがえられたイエス・キリストは、「あなたがたは行って、すべ

ての民をわたしの弟子にしなさい。彼らに父と子と聖霊の名によって洗礼を授

け、あなたがたに命じておいたことをすべて守るように教えなさい。わたしは世の

終わりまで、いつもあなたがたと共にいる」（マタイ 28:20）と言われました。ここ

に、弟子たちの裏切りを赦し、さらなる使命（＝生きる意味）を与え、どこまでも

共にいて守り導いてくださるキリストの愛が、究極のレジリエンスが示されていま

す。そして、私たちもこの大きな力に連なることができるし、また、そのように招か

れ促されてもいるのです。                      

（大学・人文学部チャプレン 柳田 洋夫） 

（） 

5 月月間聖句 

わたしの魂は沈黙して、ただ神に向かう。神にわたしの救いはある。神こそ、わたしの岩、

わたしの救い、砦の塔。わたしは決して動揺しない。           詩編 62 編 2～3 節 
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奨励者 髙橋 愛子 

（政治経済学部長） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 今村 優子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 讃美歌 21-57 番 1、2 節 

聖 書 ルカによる福音書 

24 章 28～35 節（新約 P.161）   

祈 祷 

奨 励 「エマオへの途上にて」 

祈 祷  

讃美歌 讃美歌 21-57 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  
 
 
 

4 月 23 日（火） 

 
奨励者 清水 均 

（人文学部長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 ングワー路津子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 461 番 1、2 節 

聖 書 ヨハネの手紙 一 

4 章 9～10 節（新約 P.445）   

祈 祷 

奨 励 「私たちの望むものは」 

祈 祷  

讃美歌 461 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 

4 月 25 日（木） 

 
奨励者 田村 綾子 

（心理福祉学科長） 

司会者 五十嵐 成見 

奏楽者 今村 優子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 二編 167 番 1、2、3 節 

聖 書 哀歌 

5章7～10節（旧約P.1294） 

祈 祷 

奨 励 「“東京 2020”に思う」 

祈 祷  

讃美歌 二編 167 番 4、5 節 

主の祈り 

後 奏         

       
 
 
 
 

5 月 7日（火） 

 
奨励者 古谷野 亘 

（心理福祉学部長兼人間福祉学部長） 

司会者 柳田 洋夫 

奏楽者 倉橋 基 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 354 番 1、2 節 

聖 書 詩編 

23 編 1～3 節（旧約 P.854） 

祈 祷 

奨 励 「羊のように」 

祈 祷  

讃美歌 354 番 3、4 節 

主の祈り 

後 奏            
 
 
 
 

5 月 8日（水） 

 

奨励者 田中 かおる 
（日本基督教団安行教会牧師 

・本学講師） 
司会者 久保 哲哉 
奏楽者 清水 貴子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 79 番 1、2 節 

聖 書  コリントの信徒への手紙 二 

      4 章 18 節（新約 P.330）   

祈 祷 

奨 励 「行間を読む」   

祈 祷  

讃美歌 79 番 3 節 

主の祈り 

後 奏  

 
 
 
 

4 月 26 日（金） 

 
奨励者 山川 秀人 

（聖学院みどり幼稚園園長・事務総局長） 

司会者 菊地 順 

奏楽者 出居 牧子 

◆  ◆  ◆ 

前 奏  

讃美歌 352 番 1、2 節 

聖 書 創世記 

1 章 26～27 節（旧約 P.2） 

祈 祷 

奨 励 「人は神の形に似せて創られた」 

祈 祷  

讃美歌 352 番 3 節 

主の祈り 

後 奏        

 
 

5 月 9日（木） 

 
奨励者 村瀬 天出夫 

（欧米文化学科准教授） 

司会者 久保 哲哉 

奏楽者 清水 貴子 
◆  ◆  ◆ 

前 奏  
讃美歌 74 番 1、2 節 
聖 書 エレミヤ書 

1 章 4～7 節、11～12 節 
（旧約 P.1172） 

祈 祷 
奨 励 「生まれる前から」 
祈 祷  
讃美歌 74 番 3 節 
主の祈り 
後 奏          

 
 
 
 

5 月 10 日（金） 

 

「一人を愛し、一人を育む。」 

～礼拝出席の心得～ 

チャペルは神さまに礼拝を 

ささげる、神聖な場所です。 

次のことに注意して、 

礼拝に備えましょう。 
 
 

◇チャペル内では静粛を保ちましょう。 

◇チャペルでは帽子をとりましょう。 

◇チャペル内での飲食は禁止です。 

◇携帯電話はマナーモードに設定し、 

通話は控えましょう。 

◇座席前方の穴は「聖餐式」でぶどう液

の盃を入れるためのものです。傘置き

ではありませんのでご注意ください。 


